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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注)  「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計 － 期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 17,893 2.1 2,062 △8.3 1,136 △12.4
23年3月期第1四半期 17,509 △7.9 2,251 118.1 1,298 143.1

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 3,173百万円 （94.9％） 23年3月期第1四半期 1,628百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 4.95 ―
23年3月期第1四半期 5.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 2,803,074 175,302 5.9
23年3月期 2,756,603 173,138 5.9
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  165,639百万円 23年3月期  163,592百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 3.00 ― 3.00 6.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 33,200 △5.0 3,700 △6.2 2,200 0.6 9.55
通期 66,400 △4.8 6,600 △8.4 3,700 △12.7 16.07



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。 
  なお、当第１四半期決算短信の開示時点において、当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結財務諸表に関する監査法人のレビュー手続きは終了
しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  業績の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を
前提としており、実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
 
※四半期決算補足説明資料の入手方法 
  四半期決算補足説明資料につきましては、当第１四半期決算短信に添付しております。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 233,400,000 株 23年3月期 233,400,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 3,827,296 株 23年3月期 3,235,666 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 229,474,796 株 23年3月期1Q 232,715,160 株
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（注）１．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 

    ２．利回り、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

ただしⅣ．３．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示の記載金額、比率につい

ては、単位未満を四捨五入しております。 
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Ⅰ．平成24年３月期 第１四半期決算に関する定性的情報 
 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年６月30日）の経営成績について、経常収益は、

有価証券売却益の増加及び有価証券利息配当金の増収などから、前第１四半期連結累計期間（平成22年４月

１日～平成22年６月30日）比３億84百万円増収の178億93百万円となりました。 

また、経常費用は、貸倒引当金繰入額の増加などから、前第１四半期連結累計期間比５億73百万円増加し、

158億31百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前第１四半期連結累計期間比１億88百万円減益の20億62百万円、四半期純利益は

前第１四半期連結累計期間比１億62百万円減益の11億36百万円となりました。 
 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)における財政状態については、総資産額が前連結会計年

度末(平成23年３月31日)比464億円増加の２兆8,030億円、純資産額が前連結会計年度末比21億円増加の

1,753億円となりました。 

譲渡性預金を含めた預金は、地公体等による譲渡性預金への預入が増加し、個人預金も順調に推移したこ

とから、前連結会計年度末比523億円増加し、２兆5,108億円となりました。 

一方、貸出金は、地公体等向け貸出金の減少、事業性資金需要の伸び悩みなどから、前連結会計年度末比

449億円減少し、１兆5,355億円となりました。 

有価証券につきましては、安全性・効率性を重視した運用に努めた結果、前連結会計年度末比87億円減少

し、8,129億円となりました。 
 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期は、銀行単体業績の第２四半期累計期間(６カ月間)の業績予想に対する進捗率が、それぞれ

経常収益54.1％、経常利益53.4％、四半期純利益52.9％と、計画通り推移していることから、平成24年３月

期の業績予想については、単体、連結とも平成23年５月13日公表の数値から変更はありません。 
 

Ⅱ．サマリー情報(その他)に関する事項 

１．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

(1) 税金費用の処理 

税金費用につきましては、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定

しております。 

また、一部の連結子会社の税金費用は、税引前四半期純利益に、前年度の損益計算書における税効果

会計適用後の法人税等の負担率を乗じることにより算定しております。 
 

２．追加情報 

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号平成21年12月４日)及び「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日)を適

用しております。 

なお、「金融商品会計に関する実務指針」(日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号)に基づき、

当第１四半期連結累計期間の「償却債権取立益」は、「その他経常収益」に計上しておりますが、前第１

四半期連結累計期間については遡及処理を行っておりません。 
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Ⅲ．四半期連結財務諸表等 
 １．四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

現金預け金 230,830 332,594

コールローン及び買入手形 29,656 30,182

買入金銭債権 8,671 8,015

商品有価証券 834 776

有価証券 821,683 812,951

貸出金 1,580,588 1,535,592

外国為替 4,820 2,555

リース債権及びリース投資資産 23,985 23,464

その他資産 22,852 26,268

有形固定資産 33,581 33,426

無形固定資産 2,891 3,034

繰延税金資産 8,081 6,766

支払承諾見返 7,281 6,979

貸倒引当金 △19,158 △19,534

資産の部合計 2,756,603 2,803,074

負債の部   

預金 2,343,769 2,368,032

譲渡性預金 114,728 142,849

コールマネー及び売渡手形 21,253 20,052

借用金 44,854 42,233

外国為替 0 0

社債 17,000 17,000

その他負債 22,779 18,849

賞与引当金 24 －

役員賞与引当金 26 －

退職給付引当金 6,333 6,349

役員退職慰労引当金 604 604

睡眠預金払戻損失引当金 503 494

偶発損失引当金 264 283

繰延税金負債 7 7

再評価に係る繰延税金負債 4,034 4,034

支払承諾 7,281 6,979

負債の部合計 2,583,464 2,627,771

純資産の部   

資本金 23,452 23,452

資本剰余金 16,232 16,232

利益剰余金 101,963 102,399

自己株式 △1,663 △1,957

株主資本合計 139,984 140,128

その他有価証券評価差額金 19,060 20,970

繰延ヘッジ損益 △40 △45

土地再評価差額金 4,587 4,587

その他の包括利益累計額合計 23,607 25,511

少数株主持分 9,546 9,663

純資産の部合計 173,138 175,302

負債及び純資産の部合計 2,756,603 2,803,074
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 ２．四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 (1) 四半期連結損益計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

  至 平成23年６月30日) 

経常収益 17,509 17,893

資金運用収益 11,824 11,671

（うち貸出金利息） 8,292 7,960

（うち有価証券利息配当金） 3,426 3,587

役務取引等収益 1,845 1,905

その他業務収益 3,773 3,905

その他経常収益 65 410

経常費用 15,258 15,831

資金調達費用 1,124 876

（うち預金利息） 881 600

役務取引等費用 349 347

その他業務費用 3,145 3,361

営業経費 7,795 7,495

その他経常費用 2,842 3,751

経常利益 2,251 2,062

特別利益 191 －

償却債権取立益 191 －

特別損失 75 19

固定資産処分損 13 19

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 61 －

税金等調整前四半期純利益 2,366 2,042

法人税等 1,003 793

少数株主損益調整前四半期純利益 1,363 1,248

少数株主利益 64 111

四半期純利益 1,298 1,136
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 (2) 四半期連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,363 1,248

その他の包括利益 264 1,925

その他有価証券評価差額金 258 1,930

繰延ヘッジ損益 6 △5

四半期包括利益 1,628 3,173

親会社株主に係る四半期包括利益 1,571 3,040

少数株主に係る四半期包括利益 56 133
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３．継続企業の前提に関する注記 

    該当ありません。 
 
 

４．株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当ありません。 
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Ⅳ．平成 24 年３月期 第１四半期 決算説明資料 
 

１．損益状況（単体） 

  
(単位：百万円)    

 

平成24年３月期    
第１四半期 
(３ カ 月 間 ) 

(Ａ) 

平成23年３月期    
第１四半期 
(３ カ 月 間 ) 

(Ｂ) 

 

前年同期比 

(Ａ)－(Ｂ) 
 

平成24年３月期
第２四半期累計
期間業績予想

(進捗率) 

経 常 収 益 14,460 13,843 616  
26,700 
(54.1%)

業 務 粗 利 益 12,345 12,247 98  
23,500 
(52.5%)

 資 金 利 益 10,818 10,735 83  
20,900 
(51.7%)

 役 務 取 引 等 利 益 1,307 1,239 68  
2,500 
(52.3%)

 そ の 他 業 務 利 益 219 272 △    53   

  除く国債等債券関係損益 73 126 △    52   

経 費 (臨 時 処 理 分 を 除 く ) 6,974 7,246 △   272   

業務純益(一般貸倒引当金繰入前) 5,371 5,000 370   

 コ ア 業 務 純 益 5,225 4,854 371  
9,500 
(55.0%)

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① 27 362 △   335   

業 務 純 益 5,344 4,638 705  
8,800 
(60.7%)

 うち国債等債券関係損益② 146 146 △     0   

臨 時 損 益 △ 3,525 △ 2,551 △   973   

 う ち 株 式 等 関 係 損 益 ③ △   545 △   202 △   343   

 う ち 不 良 債 権 処 理 額 ④ 3,038 2,164 874   

  個別貸倒引当金繰入額 2,938 2,124 813   

  偶発損失引当金繰入額 19 39 △    20   

  その他の債権売却損等 81 0 80   

 うち償却債権取立益 ⑤ 179 － －   

経 常 利 益 1,818 2,086 △   267  
3,400 
(53.4%)

特 別 損 益 △    19 115 △   134   

 うち償却債権取立益 ⑤ － 190 －   

四 半 期 純 利 益 1,111 1,277 △   165  
2,100 
(52.9%)

有価証券関係損益(②＋③) △   399 △    55 △   344    

実 質 与 信 費 用(①＋④－⑤) 2,886 2,336 550  
5,300 
(54.4%)

（注）１．第２四半期累計期間業績予想は、平成 23 年５月 13 日公表数値です。 
２．「金融商品会計に関する実務指針」(日本公認会計士協会会計制度委員会報告第 14 号)に基づき、平成 24 年３月期
第１四半期は、「償却債権取立益」を「その他経常収益(臨時損益)」に計上しております。これにより、従来の方法

に比べ、臨時損益及び経常利益はそれぞれ 179 百万円増加し、特別損益は 179 百万円減少しております。 

 コア業務純益は、資金利益及び役務取引等利益の増益並びに経費の削減等により、前年同期比
３億 71 百万円増益の 52億 25 百万円となりました。 
一方、経常利益は、保守的な引当を引続き実施したことから与信費用が増加し、同２億 67 百万

円減益の 18 億 18 百万円となりました。また、四半期純利益は、同１億 65百万円減益の 11 億 11
百万円となりました。 
なお、第２四半期累計期間(６カ月間)業績予想に対する進捗率は、コア業務純益が 55.0％、経

常利益が 53.4％、四半期純利益が 52.9％と、計画通りに推移しております。 
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２．預金・貸出金等の状況（単体） 
（１）預金の残高 
 

 
 （単位：億円） （参考）    （単位：億円） 

  
 平成23年６月末 

23年３月末比 22年６月末比
平成23年３月末 平成22年６月末

預金（末残） 23,708 236 604 23,472 23,104 

 うち個人預金 16,696 207 205 16,489 16,490 

 うち法人預金 5,575 80 306 5,495 5,268 

 うち公金預金 1,248 △   54 83 1,302 1,164 

譲渡性預金（末残） 1,463 281 335 1,182 1,127 

合計 25,172 517 939 24,654 24,232 

 

（２）預かり資産の残高 
 

 （単位：億円） （参考）     （単位：億円） 

  
 平成23年６月末 

23年３月末比 22年６月末比 
平成23年３月末 平成22年６月末

公共債 1,090 △  39 △ 143 1,129 1,234 

投資信託 1,131 25 203 1,106 928 

合計 2,222 △  13 59 2,236 2,162 

《参考》      

個人年金保険 

(初回保険料累計) 
2,277 86 314 2,190 1,962 

(注)  投資信託は時価ベース。個人年金保険には一時払い終身保険等を含んでおります。 
 
（３）貸出金の残高 

 
 （単位：億円）    （参考）     （単位：億円） 

  
 平成23年６月末

23年３月末比 22年６月末比
平成23年３月末 平成22年６月末

貸出金（末残） 15,351 △ 453 △ 214 15,805 15,566 

 一 般 貸 出 11,668 △ 170 △ 209 11,839 11,877 

 地 公 体 等 839 △ 268 66 1,107 773 

個人ローン 2,844 △  13 △  71 2,858 2,915 
 

 うち住宅ローン 2,632 △   5 △  55 2,638 2,688 

 

 

 譲渡性預金を含めた預金の残高は、地公体等による譲渡性預金への預入が増加し、個人預金
も順調に推移したことから、平成 23 年３月末に比べ 517 億円の増加となりました。 

預かり資産につきましては、商品ラインアップを充実させるとともに、顧客ニーズへのきめ
細かな対応に努めました。 
この結果、公共債の残高が平成 23年３月末に比べ 39億円減少したものの、投資信託は 25億

円の増加となりました。また、個人年金保険等は、当第１四半期(４～６月)の販売額が 86億円
と、順調に推移しております。 

 貸出金の残高は、地公体等向け貸出金が前期末にかかる特殊要因により減少し、事業性の資金需
要も伸び悩んだことから、平成 23年３月末に比べ 453 億円の減少となりました。 
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３．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

 
  （単位：億円）    （参考）        （単位：億円） 

  
 平成23年６月末 

23年３月末比 22年６月末比
平成23年３月末 平成22年６月末

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
165 19 42 146 123 

危険債権 220 △   7 0 227 219 

要管理債権 11 1 △   6 10 16 

開示債権合計 396 13 37 383 359 

正常債権 15,085 △ 463 △ 258 15,548 15,343 

総与信残高 15,481 △ 450 △ 221 15,931 15,702 

総与信残高比 2.56％ 0.15％ 0.27％ 2.41％ 2.29％
 
 

中小企業の金融円滑化推進のためお取引先の経営改善指導に継続的に取組む一方、前年度に

引続き債務者区分の積極的な見直しを行った結果、開示債権合計額は、平成 23 年３月末に比

べ 13 億円増加し、396 億円となりました。また、総与信残高に占める開示債権の比率は 0.15

ポイント上昇し、2.56％となりました。 

金融再生法開示債権の推移
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４．自己資本比率（国内基準） 

 
（参考） 

 平成23年９月末（予想値）  平成23年３月末（実績） 

連結自己資本比率 12.9％程度  12.48％ 

連結Ｔｉｅｒ１比率 10.8％程度  10.42％ 

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．時価のある有価証券の評価差額（連結） 

 
（単位：億円）   （参考）         （単位：億円） 

  
 平成23年６月末

23年３月末比 22年６月末比
平成23年３月末 平成22年６月末

その他有価証券 359 32 109 326 249 

 株式 189 △   9 106 198 82 

 債券 151 36 △   9 115 160 

 その他 18 5 11 12 6 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、評価差額は連結貸借対照表価額と取

得価額との差額を計上しております。なお、時価は、株式については当第１四半期連結会計期間末

前１カ月の平均時価に、それ以外は当第１四半期連結会計期間末日の時価に基づいております。 

２．有価証券のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載しております。 

３．なお、「満期保有目的の債券」及び「時価のある子会社・関連会社株式」の保有残高はございま

せん。 

「その他有価証券」の評価差額は、債券相場が堅調だったことから、平成 23 年３月末に

比べ 32 億円増加し、359 億円の評価益となりました。 

平成 23 年９月末の連結自己資本比率(予想値)は、12.9％程度(うち基本的項目だけで算出

する連結Ｔｉｅｒ１比率 10.8％程度)と引続き高い水準で推移する見込みです。 

連結自己資本比率の推移
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６．地域への貢献および中小企業に対する金融円滑化への取組み状況 

（１）中小企業等貸出金残高の状況 
 

 

                            (単位：億円)   （参考）     (単位：億円) 

  
 平成23年６月末 

23年３月末比 22年６月末比
平成23年３月末 平成22年６月末

中小企業等貸出金残高 13,782 △ 450 △ 264 14,232 14,047 

中小企業貸出金残高 10,937 △ 437 △ 193 11,374 11,131 
 

個人ローン残高 2,844 △  13 △  71 2,858 2,915 

中小企業等貸出金比率 89.77％ △0.28％ △0.47％ 90.05％ 90.24％

（注）１．中小企業等とは、中小企業基本法第２条に定める法人、及び個人であります。 

     ２．中小企業貸出金残高とは、中小企業等貸出金残高から個人ローン（住宅ローン、消費性ローン、

カードローン）残高を除いたものです。 

 

（２）地域別貸出金の状況 

 

                               (単位：億円)    （参考）      (単位：億円) 

   

 
平成23年６月末 

23年３月末比 22年６月末比
平成23年３月末 平成22年６月末

徳島県内 9,646 △ 439 △ 164 10,086 9,811 

関西地区 3,175 △   8 32 3,183 3,142 

徳島県以外の中四国地区 1,455 △   3 △  73 1,458 1,528 

関東地区 1,074 △   1 △   9 1,076 1,083 

合計 15,351 △ 453 △ 214 15,805 15,566 

 

（３）信用保証協会付融資の状況 
 

 

  (単位：億円)     （参考）     (単位：億円) 

  
 平成23年６月末 

23年３月末比 22年６月末比
平成23年３月末 平成22年６月末

信用保証協会付融資残高 1,695 5 52 1,689 1,643 

 

                                                 以 上 

 事業性資金需要の伸び悩みなどから、中小企業等貸出金残高は、平成 23 年３月末に比べ 450

億円の減少となりました。 

なお、中小企業等貸出金比率につきましては、平成 23年３月末に比べ 0.28 ポイント低下し

たものの、89.77％と引続き高い水準を維持しております。 

 地域別貸出金の状況をみると、地元である徳島県内及び関西地区が貸出金全体の83％を占め

ておりますが、徳島県内の貸出金は、地公体等向け貸出金の前期末にかかる特殊要因、事業性

資金需要の伸び悩みなどから、平成 23 年３月末に比べ 439 億円減少し、9,646 億円となりま

した。 

 お客さまの資金ニーズに対応して保証制度を活用しており、信用保証協会付融資残高は、平

成 23年３月末に比べ５億円増加し、1,695 億円となりました。 
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